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(百万円未満切捨て)

１．2026年11月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年12月１日～2026年５月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年11月期中間期 2,193 36.2 △22 － △86 － △59 －
2025年11月期中間期 1,610 8.3 7 △91.8 △31 － △32 －

(注) 包括利益 2026年11月期中間期 △61百万円( －％) 2025年11月期中間期 △74百万円( －％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年11月期中間期 △1.58 －
2025年11月期中間期 △0.86 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年11月期中間期 7,890 3,213 40.7
2025年11月期 7,315 3,311 45.2

(参考) 自己資本 2026年11月期中間期 3,211百万円 2025年11月期 3,304百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年11月期 － 0.00 － 1.00 1.00

2026年11月期 － 0.00

2026年11月期(予想) － 1.00 1.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年11月期の連結業績予想（2025年12月１日～2026年11月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,200 6.1 580 △0.3 530 5.7 345 5.3 9.15
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

詳細につきましては、添付資料３ページ「1.当中間期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予測
情報に関する説明」をご覧ください。



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社（社名） － 、除外 －社（社名） －

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年11月期中間期 37,686,371株 2025年11月期 37,686,371株

② 期末自己株式数 2026年11月期中間期 54,101株 2025年11月期 54,101株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年11月期中間期 37,632,270株 2025年11月期中間期 37,653,070株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予
想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予
想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当中間期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間(2025年12月１日～2026年５月31日)における我が国経済は、企業収益の回復による設備投資

の増加や、賃金上昇に伴う個人消費の回復、訪日外国人によるインバウンド消費の拡大等により、全体として景気

は緩やかな回復基調を維持しています。一方で、円安による物価の上昇や、米国の通商政策の動向、国際情勢の不

安定化など、経済の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

当社グループの主要事業が属する不動産業界では、引き続き国内外投資家の物件取得意欲は高い状況にあり、活

発な物件の売買が行われております。また、エリアやアセットクラスによってニーズの差が強まっており、取得価

格と収益性のバランスの見極めが必要な状況となっております。

太陽光発電業界におきましては、投資商品としての需要に加え、カーボンニュートラルの実現に取り組む企業か

らの投資ニーズも高まっております。再生可能エネルギー普及促進に対する政府方針の後押しもあり、今後も市場

の拡大が期待されております。

運送業界では、人件費や燃料費が上昇する中で、中小の物流事業者の財務改善、資金調達のニーズは高く、当社

グループが展開するトラックのリースバック需要は高まっております。

こうした状況の下、アセットマネジメント事業においては、引き続きファンド運用資産残高、不動産等受託資産

残高の増加に向けて、新たに投資家ニーズに適合した魅力的な商品開発を進めております。

インベストメントバンク事業においては、投資妙味のある不動産とリースバック用車両の取得に取り組んでおり

ます。

以上の結果、当中間連結会計期間の業績は売上高2,193百万円(前年同期比36.2％増)、営業損失22百万円(前年同

期の営業利益は７百万円)、経常損失86百万円(前年同期の経常損失は31百万円)、親会社株主に帰属する中間純損失

59百万円(前年同期の親会社株主に帰属する中間純損失は32百万円)となりました。

セグメント別の業績は以下の通りであり、売上高についてはセグメント間の内部売上高又は振替高を除いた売上

高で表示しております。

＜アセットマネジメント事業＞

当中間連結会計期間末において、当社グループが運用するファンド運用資産残高は228億円(一部円換算US$1.00

＝159.39円)、当社グループがアセットマネジメント業務を受託している不動産等の受託資産残高は203億円とな

り、不動産ファンド、太陽光発電ファンド、証券・事業型ファンドの各ファンドにおいて、アセットマネジメン

トフィー等を計上いたしております。この結果、アセットマネジメント事業全体では、売上高301百万円(前年同

期比8.3％減)、セグメント利益26百万円(前年同期比56.0％減)となりました。

＜インベストメントバンク事業＞

不動産投資事業では、国内不動産の取得及び売却を実施いたしました。また、車両リースバック事業において

は、車両の売却、リース収入を計上いたしました。この結果、インベストメントバンク事業全体では、売上高

1,892百万円(前年同期比47.6％増)、セグメント利益143百万円(前年同期比36.4％増)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

当中間連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ575百万円増加し7,890百万円となりまし

た。これは主に、売掛金が418百万円、貸付金が107百万円減少した一方で、棚卸資産が1,071百万円増加したことな

どによるものです。

（負債の部）

当中間連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ674百万円増加し4,677百万円となりまし

た。これは主に、社債の発行や借入による資金調達を実施したことなどによるものであります。

（純資産の部）

当中間連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ98百万円減少し3,213百万円となりまし

た。これは主に、利益剰余金が、配当金の支払いにより37百万円減少、親会社株主に帰属する中間純損失59百万円

の計上により減少したことなどによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当中間連結会計期間における連結業績は上記の通りであり、2026年１月14日付で発表いたしました連結業績予想

に変更はございません。なお、今後の業績等につきましては、様々な要因により大きく異なる可能性があります

が、何らかの変化がある場合には速やかに開示してまいります。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年11月30日)

当中間連結会計期間
(2026年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,717 1,683

売掛金 560 141

未収入金 210 233

有価証券 67 81

営業投資有価証券 387 364

棚卸資産 2,614 3,686

短期貸付金 235 128

その他 176 149

流動資産合計 5,970 6,467

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 207 202

工具、器具及び備品（純額） 13 13

土地 697 697

有形固定資産合計 917 913

無形固定資産

その他 1 0

無形固定資産合計 1 0

投資その他の資産

投資有価証券 183 189

その他 234 312

投資その他の資産合計 417 502

固定資産合計 1,335 1,416

繰延資産

開業費 8 6

繰延資産合計 8 6

資産合計 7,315 7,890

負債の部

流動負債

短期借入金 1,123 2,145

1年内返済予定の長期借入金 261 201

1年内償還予定の社債 16 16

未払金 300 279

未払法人税等 163 7

賞与引当金 63 29

役員賞与引当金 12 3

投資損失引当金 14 14

預り金 22 26

前受収益及び契約負債 6 17

その他 34 51

流動負債合計 2,019 2,793

固定負債

社債 226 218

長期借入金 1,751 1,662

その他 5 3

固定負債合計 1,983 1,884

負債合計 4,003 4,677
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年11月30日)

当中間連結会計期間
(2026年５月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,180 1,180

資本剰余金 677 677

利益剰余金 1,368 1,271

自己株式 △1 △1

株主資本合計 3,225 3,128

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 79 83

その他の包括利益累計額合計 79 83

新株予約権 1 1

非支配株主持分 5 0

純資産合計 3,311 3,213

負債純資産合計 7,315 7,890
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年12月１日
至 2025年５月31日)

当中間連結会計期間
(自 2025年12月１日
至 2026年５月31日)

売上高 1,610 2,193

売上原価 1,268 1,855

売上総利益 341 338

販売費及び一般管理費 333 361

営業利益又は営業損失（△） 7 △22

営業外収益

受取利息 1 2

受取配当金 5 4

有価証券評価益 － 2

デリバティブ評価益 － 2

その他 2 0

営業外収益合計 9 13

営業外費用

支払利息 24 34

資金調達費用 21 8

投資有価証券清算損 － 29

その他 2 5

営業外費用合計 49 77

経常損失（△） △31 △86

匿名組合損益分配前税金等調整前中間純損失（△） △31 △86

匿名組合損益分配額 2 0

税金等調整前中間純損失（△） △33 △86

法人税、住民税及び事業税 6 2

法人税等調整額 △7 △24

法人税等合計 △1 △22

中間純損失（△） △32 △64

非支配株主に帰属する中間純損失（△） △0 △5

親会社株主に帰属する中間純損失（△） △32 △59
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年12月１日
至 2025年５月31日)

当中間連結会計期間
(自 2025年12月１日
至 2026年５月31日)

中間純損失（△） △32 △64

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △41 3

その他の包括利益合計 △41 3

中間包括利益 △74 △61

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △74 △55

非支配株主に係る中間包括利益 △0 △5
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年12月１日
至 2025年５月31日)

当中間連結会計期間
(自 2025年12月１日
至 2026年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純損失（△） △33 △86

減価償却費 2 6

賞与引当金の増減額（△は減少） △26 △34

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △3 △8

受取利息及び受取配当金 △6 △7

支払利息 24 34

為替差損益（△は益） 0 3

投資有価証券評価損益（△は益） △0 0

売上債権の増減額（△は増加） △12 410

有価証券の増減額（△は増加） △7 △14

営業投資有価証券の増減額（△は増加） △16 21

棚卸資産の増減額（△は増加） △2,018 △1,071

未収入金の増減額（△は増加） 22 △21

立替金の増減額（△は増加） 3 △2

前払費用の増減額（△は増加） △15 △7

未払金の増減額（△は減少） △25 △21

未払消費税等の増減額（△は減少） △75 △7

預り金の増減額（△は減少） 8 △0

前受収益及び契約負債の増減額（△は減少） 8 10

匿名組合出資預り金の増減額（△は減少） △50 －

その他 22 84

小計 △2,199 △712

利息及び配当金の受取額 7 7

利息の支払額 △25 △34

法人税等の支払額 △78 △163

法人税等の還付額 22 8

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,274 △893

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 － △1

短期貸付金の純増減額（△は増加） △42 107

敷金及び保証金の差入による支出 － △35

その他 1 △30

投資活動によるキャッシュ・フロー △40 39

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 755 1,021

長期借入れによる収入 1,000 －

長期借入金の返済による支出 △73 △148

社債の発行による収入 50 200

社債の償還による支出 － △208

配当金の支払額 △38 △37

資金調達費用の支払による支出 △21 △8

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,671 819

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △645 △34

現金及び現金同等物の期首残高 1,837 1,717

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,192 1,682
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2024年12月１日 至 2025年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

合計アセットマネ
ジメント事業

インベストメント
バンク事業

売上高

外部顧客への売上高 328 1,282 1,610

セグメント間の内部売上高又は
振替高

1 － 1

計 329 1,282 1,611

セグメント利益 61 105 166

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

利益 金額(百万円)

報告セグメント計 166

セグメント間取引消去 1

全社費用(注) △160

中間連結損益計算書の営業利益 7

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2025年12月１日 至 2026年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

合計アセットマネ
ジメント事業

インベストメント
バンク事業

売上高

外部顧客への売上高 301 1,892 2,193

セグメント間の内部売上高又は
振替高

1 － 1

計 302 1,892 2,194

セグメント利益 26 143 170

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

利益 金額(百万円)

報告セグメント計 170

セグメント間取引消去 1

全社費用(注) △194

中間連結損益計算書の営業損失（△） △22

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。


